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クル デア デーン の 特徴 





ムスリム の 皆様 。 聖 クレ アーン は 、 そ の 
様々 な 節 に お いて 、 ク ルアー ン が どの よう な 本 
で ある か を 読 明 し て いま す 。 本 日 の ホ ツ バ に お 
いて 、 そ の 中 の いく つか の 節 を お 伝え し た いと 
思い ます 。 

この (クル アー ン ) は , 人 びと に 対す る 明 
証 で あり , 導き で あり , また 信心 の 堅固 な 者 へ 
の 慈悲 で あや る 。 (アル ・ ジ ャ ー シ ャ 45 章 第 2 
0 節 ) 

これ が ( 真 の ) 導き で ある 。 主 の 印 を 信じ 
な い 者 た ち に は , 忌 し く 苦 し い 懲 凡 が ある 。 
(アル ・ ジ ャ ー シ ャ 45 章 第 11 節 ) 

いや , これ は 正 に 訓 戒 で ある 。 だ か ら 誰 で 
も 欲す る 者 に は , それ を 肝 に 銘じ させ な さい 。 
(アル ・ ム ッ ダ ッ ス ィ ル 
第 54 と 55 節 ) 

これ は , 人 びと に 対 
する 伝言 で 」 これ に よ 
っ て か れ ら は 警告 され , 
か れ が 唯一 の 神 で あら れ 
る こと を 知ら され , 同 
時 に 思慮 ある 者 た ち が 
戒め られ る 。 (イブ ラー 
ヒー ム 章 第 5 2 節 ) 

それ (クル アー ン ) 
は , 呪 わ れ た 悪魔 の 言 
葉 で も な い 。 そ れ な の 
に あな た が た は (それ ら の こと を 信用 せ ず ) 何 
処 へ 行く の か 。 これ (クルアーン) こそ は , 万 
人 へ の 教訓 に 外 な ら な い 。 そ れ は あな た が た の 
中 , 誰 で も 正しい 道 を 歩み た いと 望む 者 の た め 
の も の で ある 。 (アッ ・ タ クウ ィ ー ル 章 第 25 一 
28 節 ) 

われ が あな た に 下 し た 啓典 は , 祝福 に 満ち , 
その 印 を 洗 思 黙 考 する た め の も の で あり , また 
思慮 ある 者 た ち へ の 訓 戒 で ちる 。 (サー ド 章 第 
29 節 ) 

か れ ら は クル アー ン を , よく 考え て みな い 
の で あろ うか 。 も し それ が アッ ラー 以外 の も の 
か ら 出 た と すれ ば , か れ ら は その 中 に きっ と 多 
く の 矛 盾 を 見 出す で あろ う 。 (アン ・ ニ サー ア 
章 第 82) 

この よう に , われ は この 啓示 を アラ ビア 語 
の クル デーン と し て 下 し , その 中 で いろ いろ と 
警告 を 伝え た 。 多 分 か れ ら は 主 を 長 れ , また は 
教訓 を 会 得 し よう 。 (ター ハ ー 章 第 118 節 ) 
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言っ て や る が いい 。「! 仮 令 人 間 と ジン が 一 緒 に 
な っ て , この クル アー ン と 同じ よう な も の を 郊 
そう と 協力 し て も , (到底 ) この よう な も の を 
( 強 ) す こと は 出来 な い 。」 われ は クル アー ン 
の 中 で , 種々 の 比 ( 輪 り を 挙げ て 人 びと に 説明 
し た 。 そ れ で も 人 びと の 多く は , 不信 心 一 筋 に 
(その 受け 入れ を ) 拒否 する 。 (アル ・ イ スラ 
ー 章 第 88 と 89 節 ) 

本 当 に この クル アー ン は , 正しい ( 道 へ 
の ) 導き で あり , また 善い 行い を する 信者 へ の 
吉報 で や る 。 か れ ら に は 僅 大 な 報奨 が 授け られ 
る 。 
また 来世 を 信じ な い 者 に は , われ は か れ ら 
の た め に 痛ま し い 徳 入 を 準備 し た 。( ア ル ・ イ 
スラ ー 章 第 9 と 10 節 ) 

これ は われ が 下 し た 
祝福 され た 啓典 で , 以 
前 (に 下 し た も の を 確証 
し , また 諸 都 市 の 母 
(マッ カ ) と その 周辺 
に , あな た が 警告 する 
ma た めで ある 。 来世 を 信 
で じ る 者 は , か れ ら の 礼 
利和 R ト 拝 を 守り それ を 信仰 す 
= る で あろ う 。 (アル ・ ア 
ン ア ー ム 章 第 9 2 節 ) 

本 当 に この クル アー 
ン の 中 で , われ は 凡 て の 例 を 引い て 人 間 の た め 
に 詳し く 述 べた 。 し か し 人 間 は , 論争 に 明け 暮 
れる 。( ア ル ・ カ ハフ 章 第 5 4 節 ) 

ゃ や し も われ が この クル アー ン を 山 に 下 し た 
な ら ば , それ は きっ と 人 っ て , アッ ラー を 恐れ 
て 粉々 に 砕け る の を 見 る で あろ う 。 こ ん な 紋 え 
を , われ は 人 間 に 示 す の は , 恐らく か れ ら が 熟 
考 す る で あろ うと 思う か ら で あ る 。( ア ル ・ ハ 
シュ ル 章 第 21 節 ) 

本 当 に われ は 人 びと の た め , この クル アー 
ン の 中 に 種々 の 讐 え を 提示 し た 。 だ が あな た が , 
仮 令 ど の 一 節 を 持ち 出し て も , 信じ な い 者 は 必 
ず , 「 あ な た が た は 虚偽 に 従う 者 に 過ぎ ませ 
ん 。」 と 言う で あろ う 。( ア ッ ・ ロ ー ム 章 第 58 
節 ) 

だ が , この (クル アー ン ) こそ は , 万 有 の 
た め の 訓 戒 に 外 な ら な い 。 (アル ・ カ ラム 章 第 
5 2 人 秘 ) 
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